













氏     名 青木 祐樹 
学 位 の 種 類        博士（学術） 
学 位 記 番 号        博甲第 ９５２９ 号 
学位授与年月        令和２年３月２５日 
学位授与の要件        学位規則第４条第１項該当 
審 査 研 究 科        人間総合科学研究科 
学位論文題目        紅茶由来高分子ポリフェノール分画が骨格筋にもたらす
生理作用 
主    査 筑波大学教授 理学博士、博士（医学） 武政徹 
副    査 筑波大学准教授 博士（学術） 麻見直美 
副    査 筑波大学助教  博士（学術） 藤井直人 
副    査 筑波大学教授  博士（体育科学） 前田清司 



























研究課題 1：代償性過負荷による筋肥大に与える E80 の効果を検討する 
研究課題 2：後肢懸垂による筋委縮及び後肢懸垂による筋委縮からの回復に与える E80 の効果を検討 
する 
 
著者は研究課題 1 で、協働筋を切除することで起こる代償性筋肥大に与える E80 の効果を、マウスを
用いて確認した。E80 の投与を行った群で、4 日、7 日間の代償性過負荷による足底筋筋湿重量の増加








負荷）による筋量回復に与える E80 の効果を検討した。2 週間の後肢懸垂によりヒラメ筋湿重量は大き
く減少したが、E80 の投与により萎縮抑制効果は確認できなかった。しかし、後肢懸垂によるヒラメ筋
の萎縮からの筋量回復過程において、E80 の投与を行った群は、5 日、10 日間の再接地によるヒラメ筋
の筋量回復を早期に促進することを確認した。同様に、E80 の投与を行った群は、5 日、10 日間の再接
地によるヒラメ筋の筋線維横断面積回復を早期に促進することを確認した。筋線維横断面積の分布を観
察すると、E80 の投与を行った群の分布が太い筋線維方向にシフトし、より太い線維の割合が多いこと
を確認した。また、5 日間再接地した群において、コントロール群と比較し E80 を投与した群で代表的













令和 2年 1月 9日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求め、
関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。 
よって、著者は博士（学術）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
 
 
 
 
